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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
  

１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

 
A. ステージ 1 において開発したプログラムを Linux システムに統合する。 
B. このシステムを仮想環境で構築し、WindowsユーザーやMacユーザーでも容易にセットアップでき、

すぐに利用できるシステムとする。また、可能な限り GUI 環境も構築する。 
C. なお、システムの他拠点への展開を念頭においたうえで、複数の施設においての検証も行い、ユーザ

ビリティの担保を目指すと同時に、クラウド上での検証も行う。 
 

２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1 進捗状況 

A. ステージ 1 において開発したプログラムを Linux システムに統合することができた。また、イン

ストールが簡便になるように、GitHub というサービスを用いて、システムに容易にインストール

できるような調整も行った。 

 
 

B. システムをオープンソースの VirtualBox という仮想環境システムで動作するような仮想アプライ

アンスを構築し、Windows ユーザーおよび Mac ユーザーでも容易に利用できるシステムとした。

そのためのマニュアルも整備した。 
 

C. システムのユーザビリティの確保のために、マニュアルを整備する段階で、画像解析未経験者にレ

クチャーを行いながら、課題が見つかった内容を逐次改善し、画像解析のマニュアルも整備した。 
 

2-2 成果 
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A. 進捗状況に示すように、脳画像解析システムの整備は完了することができた。これまで開発してき

たシステムをさらに改良し、ユーザビリティを高め、かつ、一度に多数例を処理できるようなプロ

グラムを開発することができた。また、これまでに提唱してきた Brain Healthcare Quotient 
(BHQ) なる指標については、論文発表を行い(Nemoto et al., 2017)、さらには慶応大学川森教授

のサポートのもと、ITU-T にて国際標準化された。 
 

B. Windows ユーザー、Mac ユーザーがシステムを使うことができるように、仮想アプライアンスを

作成し、仮想アプライアンスをインストールするためのマニュアルを整備することができた。 
 

C. 画像解析システムのマニュアルも整備することができた。また、画像解析未経験者にこのマニュア

ルを使って解析を試みていただき、解析できることを確認できた。 
 

2-3 新たな課題など 
すでに想定していたことであるが、マニュアル整備の段階において、システム普及のためには、ハンズ

オンのチュートリアルが必要であることが再確認された。当初から、ステージ 3 での講習会を予定して

おり、残りの期間において複数回講習会を行い、本システムが本邦で広く用いられるような活動を行う。

また、国際化を視野におき、英語のマニュアル整備も行っていく。 
 

３．アウトリーチ活動報告 
 
今年度は、アウトリーチ活動は行わなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


